
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
権
に
よ
り
切
り
替
え
た
方
に

は
、「
退
職
被
保
険
者
証
」
を
送

付
し
ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
す
る
と
き
は
、
送
付
さ
れ
た

「
退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
民
健
康
保
険
課

国
保
資
格
担
当
・
℡
内
線
３
８

２
４

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の

申
請
を
忘
れ
ず
に

市
で
は
、
平
成
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
同
十
六
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
が
幼
稚
園
に
在
園

し
て
い
る
保
護
者
と
、
満
三
歳
と

な
っ
た
お
子
さ
ん
を
幼
稚
園
に
途

中
入
園
さ
せ
た
保
護
者
を
対
象

に
、「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
」
と

し
て
保
育
料
な
ど
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
各
幼
稚
園
を
通
じ

て
配
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
財
務
課
ま
た

は
各
幼
稚
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
財
務

担
当
・
℡
内
線
２
８
３
５

＊
な
お
、
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

（
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
の
所
有
者

み
ず
か
ら
が
居
住
す
る
部
分
は
対

象
）
と
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
と
同
時
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
戸
に
つ
い

て
こ
の
減
額
措
置
の
適
用
は
、
一

回
限
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
家
屋
担

当
・
℡
内
線
２
３
６
８

退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
す
る
方
は
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
は
、
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
制
度
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
被
扶
養
者
の
医
療
費
の

一
部
を
社
会
保
険
制
度
か
ら
の
交

付
金
で
賄
う
制
度
で
す
。

市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
一

般
被
保
険
者
で
、
次
の
対
象
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
国

民
健
康
保
険
課
（
本
庁
舎
二

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
要
件

①
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
者

で
、
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上

②
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
者

で
、
加
入
期
間
が
四
十
歳
以
降

に
十
年
以
上

＊
た
だ
し
、
①
②
共
に
老
人
保
健

該
当
者
は
除
き
ま
す
。

＊
被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
同
じ
世
帯
で
、
主
に
退

職
被
保
険
者
本
人
の
収
入
に
よ
り

生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者
（
内
縁

で
も
可
）
と
三
親
等
以
内
の
親
族

で
す
（
老
人
保
健
受
給
者
を
除

く
）。

＊
退
職
者
医
療
制
度
で
の
国
保
税

や
医
療
費
の
一
部
負
担
金
割
合
な

ど
は
、
一
般
被
保
険
者
と
同
じ
で

す
。

職
権
に
よ
る
適
用
に
つ
い
て

退
職
被
保
険
者
本
人
に
該
当

し
、
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
、
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金

支
払
者
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
退

職
者
医
療
制
度
の
対
象
要
件
が
確

認
で
き
た
場
合
に
は
、
職
権
に
よ

り
退
職
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
退
職
者
本
人
へ
の
確

認
や
被
扶
養
者
認
定
の
確
認
が
必

要
な
場
合
に
は
、
退
職
者
本
人
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
場
合
、
固
定
資

産
税
を
減
額
し
ま
す

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
居
住

す
る
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
（
貸
家
を

除
く
）
に
つ
い
て
、
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場

合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
翌
年
度
分

の
固
定
資
産
税
（
百
平
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
を
限
度
）
を
、
三
分
の
一

減
額
し
ま
す
。

要
件

①
そ
の
住
宅
に
六
十
五
歳
以
上
の

方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要
介

護
お
よ
び
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、
障
害
者
が
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅
（
貸
家
を
除

く
）
で
、
同
年
四
月
一
日
か
ら

同
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
戚

ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
改
修
工

事
で
あ
る
こ
と

③
補
助
金
や
介
護
保
険
か
ら
の
給

付
を
除
く
工
事
費
の
自
己
負
担

が
、
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
対
象

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
こ
う
配

緩
和
③
浴
室
の
改
良
④
ト
イ
レ
の
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改
良
⑤
手
す
り
の
設
置
⑥
屋
内
の

段
差
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の
取
り
替

え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

申
し
込
み

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
完
了

後
、
三
か
月
以
内
に
次
の
関
係
書

類
を
添
付
の
う
え
、
資
産
税
課

（
本
庁
舎
二
階
）
に
あ
る
「
高
齢

者
等
居
住
改
修
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
減
額
申
告
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
関
係
書
類

慎
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

振
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当

該
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
費

用
の
確
認
が
で
き
る
物
）

新
改
修
工
事
個
所
の
写
真

晋
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支

払
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

物
）

森
住
宅
改
造
補
助
金
交
付
お
よ
び

介
護
保
険
給
付
金
の
決
定
（
確

定
）
通
知
書
な
ど
の
写
し

榛
前
記
要
件
①
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
た
書
類

・
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
＝
住

民
票
の
写
し

・
要
介
護
お
よ
び
要
支
援
の
認
定

者
＝
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
写
し

・
障
害
者
＝
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
の
写
し
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事
例業

者
か
ら
の
電
話
で
「
ロ
ン
ド
ン
市
場
へ
の
金
の
投
資

を
し
な
い
か
。
金
が
す
ご
く
値
上
が
り
し
て
い
る
の
で
、

す
ご
く
も
う
か
る
い
い
話
だ
」
と
強
引
に
勧
誘
さ
れ
た
。

あ
ま
り
に
し
つ
こ
い
の
で
、
取
り
引
き
の
仕
組
み
は
理
解

し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
百
二
十
万
円
を
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
。こ

れ
は
、
最
近
、
一
部
の
悪
質
な
業
者
が
「
ロ
コ
・
ロ

ン
ド
ン
金
取
引
」と
称
し
て
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

「
多
額
の
損
失
を
被
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
引
き
で
は
、
金
の
現
物
が
消
費
者

の
手
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
が
業
者
に
証

拠
金
を
預
け
、
業
者
が
そ
の
証
拠
金
を
元
に
、
証
拠
金
の

何
十
倍
も
の
取
り
引
き
を
行
う
「
証
拠
金
取
り
引
き
」
で

す
。
最
初
に
支
払
っ
た
証
拠
金
を
、
損
失
が
上
回
る
お
そ

れ
も
あ
る
の
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
取
り
引
き
す
る
意
思
が
な
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
取
り

引
き
内
容
が
理
解
で
き
な
い
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う

②
執
よ
う
な
勧
誘
に
対
し
て
も
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ

ず
、
き
ぜ
ん
と
し
た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

注
意
！

「
ロ
コ
・
ロ
ン
ド
ン
金
取と

り

引ひ
き

」
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今までの大量生産・大量消費・大量廃棄の生活習慣

は、ごみの大量発生を生むだけでなく、限りある資源

を使い続けています。この生活習慣を見直し、「循環

型社会の形成」が現在の社会に求められています。

平成12年度に制定された「循環型社会形成推進基

本法」でいう「循環型社会」とは、単にリサイクルを

推進するのではありません。最初にごみの発生自体を

抑制し、次に資源をできるだけ繰り返し利用して、最

後に適正な処分を行うことにより、新たな天然資源の

消費が抑制され、環境への負荷ができるかぎり低減さ

れる社会のことです。

この社会を形成するために、ごみの３Ｒ（発生抑

制・リデュース、再使用・リユース、再利用・リサイ

クル）と、新たに不要な物は買わない、断るという積

極的な考え方・リフューズを含めた４Ｒを基本とし

て、地域から持続可能な循環型社会の構築に取り組む

必要があります。

市の主な取り組みとしては、マイバッグキャンペー

ンの実施や、資源循環推進課がホームページなどで提

供する不用品交換情報やフリーマーケットの開催情報

を通して、市民・事業者・民間団体と連携し協働によ

る、ごみの発生抑制に努めます。また、ごみの適正処

理のため、不法投棄防止パトロールの実施や、市民の

皆さんの自主的な清掃活動を支援するとともに、「路

上喫煙の防止に関する条例」の推進を図っていきます。

問い合わせ…資源循環推進課減量リサイクル推進担
当・℡内線2635

川越の環境を守るためには？
資源循環型地域社会の形成

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
担
当
・
℡
２
２
９-

４
１
２
１

介
護
予
防
「
口
腔
機
能
向
上
」

に
つ
い
て

肺
炎
」
な
ど
、
健
康
な
口
の
機
能
が
保

た
れ
て
い
な
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
病
気
を
予
防
し
、
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

口
腔
ケ
ア
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

口
腔
ケ
ア
に
は
、
口
の
中
を
き
れ
い

口
（
口
腔く

う

）
に
は
、「
食
べ
る
」「
話

を
す
る
」「
表
情
を
つ
く
る
」
な
ど
と

い
っ
た
、
人
間
ら
し
く
、
生
き
生
き
と

生
活
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
機

能
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
し
っ

か
り
か
ん
で
お
い
し
く
食
事
を
食
べ
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
加
齢
と
共
に
「
食
事
で
む

せ
る
」「
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い
」
よ

う
に
な
っ
た
り
、
口
の
中
の
汚
れ
が
原

因
で
起
こ
り
や
す
く
な
る
「
誤
え
ん
性

に
す
る
「
口
腔
清
掃
」
と
、
口
の
機
能

を
向
上
さ
せ
る
「
口
の
体
操
」
が
あ
り

ま
す
。「
口
腔
清
掃
」
は
、
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
な
ど
で
歯
磨
き
指
導
や

入
れ
歯
の
手
入
れ
・
調
整
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
口
の
体
操
」

は
、
イ
ラ
ス
ト
の
顔
面
体
操
な
ど
を
定

期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で

も
お
い
し
く
、安
全
に
食
べ
る
た
め
に
、

口
の
機
能
を
維
持
、
向
上
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

けんこう

メモ


